
上のタイトルと同じ文を生成ＡＩに入力すると、下

下の画像を作ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはＡＩが作った画像。つまり、架空の授業 

風景です。この世には存在しません。ちなみに、 

この下は、ウチの３年生のホンモノの生徒と先生 

による数学の授業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近は「ＡＩはどれだ？」というクイズがあるほど

見分けることが難しく、ＡＩの〝能力〟の向上は驚異

的です。もちろん、画像の作成のみならず、文書作成

や計算、動画や作曲など、たくさんの分野で人間の能

力をはるかに超えているのが現状です。 

 今後もさらなる進化が予想されることから、未来を

生きる子どもたちのため、生成ＡＩに関連させた学び

が注目されるようになりました。文科省からは、すで

にガイドラインが提示されています（右上図）。 

 学校現場においてもＡＩを授業準備や日常業務に活

用している先生方が増えています。ただし、あくまで

も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽中だより 令和７年度 
羽幌町立羽幌中学校 令和８年１月２３日号 

自らの意思で行動を起こし 自他の未来に向けて学ぶ羽中生 主体性 思考力 協調性 

校長通信(文責：西山智章) 

中学校の教室での授業風景を後ろから撮った画像 

「これじゃ、無料の宿題代行業者が現れたようなものだ」 
東京都内の私立中高一貫校の英語科教諭（56）はため息をつ

いた。昨年度の冬休み、中１の生徒に英語で日記を書く宿題を
出したところ、現在完了形など教えていない英文法が使われ、
ミスもない「素晴らしい英文」の日記が、何人もの生徒から提
出されてきたのだ。 

生成ＡＩ（人工知能）が使われたことは疑いようもない。こ
の教諭は「宿題は、英語を使う習慣を身につけ、文法の復習を
してほしいから出してきた。間違いを指摘されて学ぶことは言
語習得には不可欠。生成ＡＩが示す『正解』の丸写しから得る
ものはない」と嘆く。 

生成ＡＩへの依存を強める生徒たちの実態を前に、この学 
校では春休みから英作文の宿題を廃止した。 

国立情報学研究所の佐藤一郎教授（情報学）は「学習に後ろ
向きな生徒は生成ＡＩに頼り切りになり、思考力や創造力の育
成が阻害される。学力格差が広がる恐れがある」と警鐘を鳴ら
す。           （「読売新聞オンライン」より） 

ある小学生の母は言う。 
「子どもが１人で部屋にこもっているのに、部屋から喋り声が

聞こえる。こっそり覗くと、アレクサに宿題の答えを聞いて写し
ていたんです。最近の子どもが生成ＡＩに宿題をさせるという話
は知っていたけれど、やっぱりやるんだと…」。その家では、アク
レサを片付けてしまうかどうか悩み中だそうだ。 
小中学校にも、生成ＡＩのコピペを提出する子どもが出てきて

いるとある先生は言う。「ChatＧＰＴの文章を手書きで写しても
分かってしまうのに、なぜそのまま出してくるのか…。悪いこと
はバレるというのを早めに分かってもらうことが大事かと思い、
毎回指摘しています」。 
小中学校の教員には生成ＡＩについて十分理解、指導できてい

ない教員もいると言い、先生によって対応がまちまちな点が懸念
点だという。 

（「東洋経済オンライン」より） 

も補助的な活用です。いかなる分野においても、ＡＩは、

人間の目で、頭で、言葉で、本質を確かめてから「補助

的に」活用することが大切であり、推奨されています。 

 

下の２つ記事は、氷山の一角であり、おそらく全国・

全世界にて似たようなことが起こっているのでしょう。 

「人の仕事や役割はＡＩに取って代わる」と言われて

いた時代が本当に来ました。私たちは、ＡＩに使われて

しまう人ではなく、賢く使いこなす人を育成しなければ

なりません。これからの社会のデジタル化、特に生成Ａ

Ｉの利活用に対して目を背けることなく、子どもたちの

未来のために鋭意研鑽に取り組んでいきます。 

 

世の中のデジタル化やＡＩの活用について、お家でも

時々、話題にしてみてください。想像以上にお子さんの

方が詳しいかもしれません…。 

「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関する 
ガイドライン(Ver. 2.0)【概要】（令和6年12月26日公表）」より抜粋 
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スキー授業が始まりました！ 
ご家庭での準備等へのご協力、 
本当にありがとうございます！ 

３学期が始まり、保体科ではウィンタースポーツの代

名詞でもあるスキー実技の授業が始まりました。 

今シーズンの羽幌町民スキー場「びゅー」は、雪の少な

さから予定よりも遅いオープンになりました。「冬休み中

にたくさん練習できなかった…」と残念がる子どもたち

の声もあったようです。私も授業のお手伝いで出向きま

したが、年々足腰がツラくなっています  そんな中で

も、子どもたちの楽しそうに取り組む姿を見ると、元体

育教師として嬉しさを感じる次第です。 

 

ただし、ここ最近のスキー授業に対しては課題の声が

聞こえるようになりました。北海道新聞の１月２０日の

地方版（札幌）に、次のような記事がありました。 

 

【以下、記事の要約】 

●札幌市立小中学校では、スキー授業の実施率が年々低

下し、中学校では半数を下回る状況となっている。 

●主な理由として、バスの確保が困難、保護者の家計負

担が増加、教員の引率体制や安全管理の負担がある。 

●小学校では比較的実施が維持されているが、中学校で

は授業時数や行事の制約もあり、実施を見送る学校が

増えている。 

●札幌市教育委員会は、スキー用具の無料貸し出し（リ

サイクル事業）などにより、様々な負担軽減を考慮し

ながら実施しやすい方法を検討中。 

●スキー授業は体力向上や地域性を生かした学習として

意義があるが、学校・家庭双方の負担増が継続の壁と

なっている。 

「子ども身体の成長が早く、毎年買い替えるのが大変」 

「ウチの子はボードをやっているので、新たにスキーを

購入しなければならない」など、本校でもこのような保

護者からの声を耳にすることがありました。各家庭にお

いては、多かれ少なれ思うところがありながらも、学校

のスキー授業にご協力いただき、心から感謝していま

す。本当にありがとうございます。 

 本校はスキー授業に関して少しずつ変更しています。

感染症流行の防止をはじめ授業時間数の課題などを解

消すべく、３年生のみ終日の日程で１回限りのスキー授

業にしました。また、人数が少なくなったことに加え安

全対策上、スキー置き場を１階の玄関に移動しました。 

 なお、例えば、この先使わなくなったスキーやストッ

ク、ブーツなどを〝おさがり〟として回収し、必要に応

じて貸し出すことができると、ご家庭の経済的な負担軽

減に役立つかもしれません。他にもよい方策があれば、

保護者の皆さんからの知恵をお借りしながら、いろいろ

と変更を重ねつつも、持続可能なスキー授業の在り方に

ついて検討していきます。 

 

 

私立高校の入学試験が始まりました。来月には公立高

校の推薦入試に、３月には一般入試に挑みます。これから

の３年生には、義務教育のフィナーレを迎えるのと並行

して、自身の進学先へのステップを踏むための入念な準

備が求められます。輝かしい15歳の春のために。 

後輩たちも、地域の皆さんも、そして、先生方もみんな

が応援しています。月並みな言葉ですが…ガンバって！ 

ガンバれ！３年生 入試が始まった～！ 


